
学会誌電子化について

学会誌が変わります！

一般社団法人日本写真測量学会
常務理事 今井靖晃（国際航業株式会社）

事務局長 布施孝志（東京大学）



前回特別セッション（11月14日 @松山）

写真測量学会とDX－学会の財政と学会誌を例に

学会誌電子化に向けたプロセス（例）
➢ もし 2026年3月（Vol.65, No.1）から としたら

（この号は紙＋電子の併用←会費相当期間のため）

➢ 2024年11月14日：皆様からのご意見
➢ 2025年3月 or 4月理事会
➢ 2025年5月総会での事前告知
➢ 2025年5月～：告知期間
➢ 過渡期の対応

（投稿時期による取扱いの違いも含む）
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1.学会誌電子化のメリット

• サービスの向上
－いつでもどこでも利用可能
－掲載のさらなる即時性
－カラーページ無料化
－検索・サイテーション（含 DOIなど）＝閲覧者の広がり
－省スペース（省エネルギー）
－他のデータとのリンクの容易化（含引用文献自動リンク）
－デジタルならではのコンテンツ（将来）

3Dモデル、動画アブストラクト、データ公開、・・・
など

• 財務の改善

• DXの推進、SDGsへの貢献
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2.電子化のための媒体

• 電子ジャーナルプラットフォーム：J-STAGE
• 国立研究開発法人科学技術振興機構 (JST) 運営
• 既に学会誌の一部記事について一般公開（発刊から１年後）
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2.電子化のための媒体

• J-STAGEとは（https://www.jstage.jst.go.jp/browse/-char/ja）
日本から発表される科学技術（人文科学・社会科学を含む）
情報の迅速な流通と国際情報発信力の強化、オープンアクセ
スの推進を目指し、学協会や研究機関等における科学技術刊
行物の発行を支援しています。
現在、国内の2,400を超える発行機関が、4,000誌以上の
ジャーナルや会議録等の刊行物を、低コストかつスピー
ディーに公開しています。

J-STAGEで公開されている記事のほとんどは、PCやタブレッ
ト、スマートフォンを利用して、世界中から誰もが閲覧でき
ます。無料のアカウントサービス「My J-STAGE」に登録する
と、よく使う検索条件を保存したり、お気に入りの資料につ
いて最新号発行の通知を受け取ったりすることができます。
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2.電子化のための媒体

• J-STAGEの利用方法

1. 資料、記事を検索する

2. 資料、記事を閲覧する

7



2.電子化のための媒体

3. 記事を読む
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3.発刊の基本方針

• 完全電子化の時期
2026年3月号（Vol.65, No.1）～
紙印刷の学会誌はVol.65, No.1で終了
(Vol.65,No.1は電子版・紙印刷の両方を発刊)

• 発刊回数（号数）：従来通り年６号
ただし、原著論文・技術報告・研究速報は随時公開
その他の記事：年6回（3月・5月・7月・9月・11月・1月）

• 例えば、
これまで：3月投稿で再査読の場合→早くても7月号掲載
⇒電子化後：6月半ばには掲載（約1か月の早期化）

• 閲覧の方針
発刊直後１年間は、会員（正会員、学生会員、特別会員、団体会

員、名誉会員、海外会員）と予約購読機関・贈呈機関に限定
発刊から１年後に制限を外して一般公開
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3.発刊の基本方針

• My J-STAGEのお気に入り機能（購読者自身での設定必要）
新着記事が掲載された時点でお知らせが届きます！
https://www.jstage.jst.go.jp/myregister/-char/ja
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3.発刊の基本方針

• 掲載する記事：すべてDOI、書誌XML、PDFを公開
従来の学会誌の内容のうち、下記のものを電子化・掲載

目次（J-STAGEの機能を利用）、表紙の説明（１号のみ）* 、
巻頭言、カメラアイ、小特集およびそれに準ずる特集、
原著論文、技術報告、研究速報、解説、情報ルーム、
海外とびある記*、文献抄録*、活動報告*
（*は新規に電子化する内容）

• 下記は学会ホームページで掲載

執筆要領、投稿要領、原稿ひな形*、
原稿送付状フォーマット（将来的にはシステム化で省略の可能性）、
誓約書フォーマット、各種案内*、編集委員リスト*
（*は新規に掲載する内容）
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3.発刊の基本方針

• ページ番号とカテゴリ
－巻頭言とカメラアイは前号の続きで確定
－原著論文・技術報告・研究速報（投稿論文）は掲載順
－その他の記事（年6回）は上記の後のページ番号
－巻頭言～活動報告の項目＝カテゴリーごとの表示

• 例えば、
Vol X, No.1 p.40まで
Vol X, No.2
巻頭言 p.41
カメラアイ pp.42-43
投稿論文1 pp.44-53
投稿論文2 pp.54-66
・・・
投稿論文X pp.92-96
小特集 pp.97-123
その他の記事1 pp.124- …12



4.ユーザ管理 －会員優先のための閲覧制限（1年間）
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• 個人（正会員・学生会員・名誉会員・海外会員）
購読者番号とパスワードを付与
購読者番号：JSPRS0****（****学会員番号（3桁以下は左ゼロ詰め））

（学生会員が個人会員になるとき会員番号は付け替えない）

• 団体（特別会員・団体会員）
以下を選択可能
－購読者番号とパスワード
購読者番号：JSPRS1****（****学会員番号（同上））

－IPアドレス認証

• 予約購読機関：IPアドレス認証

上記は封書で通知します



5.その他

• 電子化に合わせた新しい投稿・執筆要領、ひな形を公開

• 料金体系は不変（カラーページ無料化以外）

• 投稿・査読の電子化も予定

• 広告は廃止となるため、あらたな広報手段の模索

• 全文XML化の検討（オプションの可能性）

• 電子化による新コーナー：アイデアをお寄せください！
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